
 

 

令和５年度  シラバス                             北海道札幌丘珠高等学校  

講 座 名 スポーツⅠ（陸上競技） 教 科 保健体育 科 目 共通選択Ａ 

開 講 学 年 ２年 履 修 区 分 
数理・人文社会 

ブロック 
単 位 数 ２ 

教 科 書 現代高等保健体育(大修館) 

教 材  

 

１ 科目の目標・学習内容 

・運動の楽しさや喜びを味わうことができるように自ら進んで運動しようとする力を身に付ける。 

・公正・協力・責任等の態度を身に付け、健康や安全管理について判断できる力を身に付ける。 

・自己やグループの能力と運動の特性に応じた課題解決を目指して、活動方法を工夫する力を身に付ける。 

・スポーツの意義や必要性を理解し、生涯にわたるスポーツライフを実現するための知識や方法を身に付ける。 

 

２ 学習の到達目標 

① 知識・技能 

 

② 思考・判断・表現 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度 

 

・スポーツの特性や運動技能の構造等、基礎的

な事項を理解し、知識を身に付けている。 

・自己の能力に応じて、運動技能を高めてい

る。 

・自己やグループの能力と運動の課題解決を目指

して、活動方法を工夫している。 

・自己の体力に応じた運動の合理的な方法を身に

付けている。 

・運動の楽しさや喜びを味わうために自ら進んで運

動しようとする。 

・公正、協力、責任などの態度を身に付けている。 

・健康、安全に留意して運動しようとしている。 

 

３ 学習計画 

 

月 

 

単元名 

特に培いたい

資質能力 

 

学習内容 

単元の評価規準 評価方法 

【評価規準】 ① 知識・技能 ② 思考・判断・

表現 

③ 主体的に学習に

取り組む態度 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 

陸上競技Ⅰ 

（各種専門

種目）（屋

外） 

主体性 

体力 

思考力 

判断力 

安全管理能力 

創造性 

 

陸上競技の基

礎練習、応用

練習、練習計

画の立案・実

践、競技会の

運営、審判等 

・合理的なトレーニング

方法を理解し、知識を身

に付けている。 

・自己に応じたトレーニ

ング方法を身に付けて実

践することができる。 

・競技会の運営方法、審

判方法を理解している。 

・幅広い視点でトレ

ーニングを考案し、実

践することができる。 

・健康や安全を確保

するために、体調に

応じて適切な学習方

法を選んでいる 

 

・陸上競技に主体的

に取り組むことがで

きる。 

・ウエイトトレーニ

ングに主体的に取り

組むことができる。 

・健康・安全を確保

することができる。 

・活動観察 

・ワークシート 

・実技テスト 

10 

11 

12 

１ 

２

３ 

 

陸上競技Ⅱ

（各専門種

目）（屋

内） 

 

 

 

主体性 

体力 

思考力 

判断力 

安全管理能力 

創造性 

 

 

 

陸上競技の基

礎練習、応用

練習、練習計

画の立案・実

践、競技会の

運営、審判等 

 

・合理的なトレーニング

方法を理解し、知識を身

に付けている。 

・自己に応じたトレーニ

ング方法を身に付けて実

践することができる。 

・競技会の運営方法、審

判方法を理解している。 

 

・幅広い視点でトレ

ーニングを考案し、実

践することができる。 

・健康や安全を確保

するために、体調に

応じて適切な学習方

法を選んでいる 

 

 

・陸上競技に主体的

に取り組むことがで

きる。 

・ウエイトトレーニ

ングに主体的に取り

組むことができる。 

・健康・安全を確保

することができる 

 

・活動観察 

・ワークシート 

・実技テスト 

 

 

 

４ 評価基準 

・評価の観点は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点とする。 

・評価は、実技テスト、各技能等の知識・理解度、学習意欲や態度等を上記の３観点に基づき、総合的に評価する。 

 

５ その他 


